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【背景】心エコードプラ法による左京拡張動態の指標は健常者北びに心疾岩、を有する患者において運動耐
用能と相関を角することが知られている。しかしながら、これらが心臓以外の運動耐用能に影響を放ぼす
諸因子(貧血の有無、肺機能、肥満の収度、年齢)とは独ウーした運動耐用能の予測凶子であるのか百かに
ついては明らかではない。
【目的】本研究の目的は心ヱコードプラ法により求めた左室拡張動態の諸指標が心臓以外の諸凶子と独立
した運動耐用能の予測因.1こであるか否かについて検討することにある。
【)j法】人間ドックを受診した心疾患、肺疾患、血液疾患、神経筋骨格系疾患のいずれも角ーさない健常者
連続160{9ljを対象として検討を行った。全例に心エコー図を施行し、主宰収縮能、拡張能の指標をそれぞれ
評価した。
収縮能の指標としては左室拡張末期容積、収縮末期容積、駆出率を左室拡張動態の指標としてはパルス
ドプラ法により得られた左室流入血流速波形のより、早期流入Jfn流速度 (E)、後期流入巾流速度 (A)、両
者の比 (E!A)、Eの減哀速度を用いた。また、芹.室心筋重量を計測した。運動耐用能の指標としてはBruce
プロトコールによるトレッドミル活動負荷試験を施行して、運動時間よりmetabolicequivalents(METs) 
を以下の計算式により算出した。
~1ETs= 1.11 +O.016x運動時間
同時に肺機能検査、血液検査による貧血の評価、 bodymass indexによる肥満の評価をそれぞれ行った。
【結果】左室拡張動態の指標は運動耐用能の指標と良好な相聞を示した (A: r = .0.51， Pく0.0001，
E/ A : r=0.58， pく0.0001)0 --)jで、左室収縮動態の指標 (EF:r= -0.10， p=O.227)や左室心筋重量
(r=0.03， p=O.739)は運動耐用能と相関しなかった。心臓以外の指標も含めて多変量解析を行ったところ
運動耐用能の独立した予測因子はE!A(pく0.0001)、肺活量 (p=o.ooo、bodymass indcx (p=0.0003)、
年蹴 Cp=O.005)、ヘモグロビン値 (p= 0.0026)であった3
【結論】心エコードプラ法により求めた克室拡張動態の指標は他の心臓および心臓以外の運動耐用能に影
響する諸凶子とは独立して運動|刑問能の予測に有用である可能性が示唆された。
論文審査の結果の要旨
心エコードプラ法により非侵襲的に左室拡張能の評価が口J能となり、心疾患のみならず、 i~血任、年齢
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等様々な要凶が左室拡張能と関連することが知られてきた。健常者においても、年齢とともに左室拡張能
が低下することが知られており、小数例での検討では、健常者における左室拡張能低下は運動耐用能の低
下と関連していることが示唆されている。本研究は健常者において、心エコードプラ法により求めた左室
拡張動態の指標が、心臓以外の運動耐用能に影響を及ぼす諸凶ヂ(貧血の有無、肺機能、肥満の程度、年
齢)とは独立した運動耐用能の予測困了であるのか否かについてを検討したものである。
本研究では、健常者連続160例を対象として、全例に心エコー図、トレッドミル運動負荷試験を施行し、
左室収縮能、拡張能の指標 (E/A)と運動耐聞能を検討した。
左室拡張動態の指標は運動耐用能の指標と良好な相関を示した (E/A: r=O.58， p<O.OOOl)。一方で左
室収縮動態の指標は運動耐用能と相関しなかった。心臓以外の指様も含めて多変電解析を行ったところ運
動耐用能の独立した予測因子はE/A、肺活量、 bodymass indox、年齢、ヘモグロビン備であった。
このように、木研究において、健常者において左室拡張能の指標は運動耐尉能の独立した予測因子であっ
た。これらの結果から、健常者における左室拡張能の重要性が示唆され、非侵襲的に拡張能を評価しうる
心エコードプラ法の有用性が示された。
よって、本研究は左窒拡張動態が健常者の運動耐用能に及ぼす影響の解明に寄与しており、本研究者は、
博士(医学)の学位を授与されるのに値するものと認められた。
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